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「水 の 日.」と氷山 と氷河 と
樋 口 敬 二
今年 の 「水の 週 間 」 の ポ ス タ ーは,南 極 と妙 な形 で 関
係 があ っ た.み た人 も多 い と思 うが,ペ ン ギ ンが 三 羽 あ
つ ま って,立 話 を し て い る図 柄 て.,その 上に 「水 も 難局
だ ナ.」 とかか れ て い る。 南 極 と難 局 を ひ っか け た駄 じ
ゃれ は,あ ま りセ ン ス の い い もの で は な い.
昨 年 は,砂 漠 を 背 景 と した ラ ク ダの 絵 に,「 水 の 用
心 」,「 貴 重 な 水 ・あ な た と..・緒 に 考 え た い 」 とい う字
が あ った.そ れ が,二 年 口で,駄 じゃ れ を もて あ そ んで
い る よ うで は,二 年 目以 降 が い さ さか 心 配 で あ る.
さ て,「 水 の 日」,「 水 の 週 間」 とな る と,水 圏 弔:1・学
研 究 所 に つ とめ て い る 身 には 無 関 係 で は,なく,地 力 「1治
体 の 主 催 す る 記 念 行 事 に参 加 の 依 頼 が くる.昨 年 は,1講
演 を し,今 年 は は シ ン ポ ジ ウ ム に 出席 し た,
昨 年 の話 に は,水 資 源 の話 題
の.・つ とし て,例 の 南 極 の氷L|1
を サ ウ ジ ・ア ラ ビア に運 んで く
る 計 画 を紹 介 し,フ ラ ン スの 技
術 陣 の楽 観 論 に 対 し て 否 定 的 意
見を 述 べ た.以 前 に 海 水 か らの
熱 に よる 氷 山 の 融 解{i1[:と,それ
を 防 ぐため に 必 要 な 断 熱 カバ ー
の 経 費 につ い て ぶ 算 して い たの
で,そ れ を も と に して 話 し たの
で あ る.し か し,机 上の 推 論
で,確 定 的 根 拠 を持 って い たわ
け で は な か っ た.
だ か ら,そ の 刀 の お わ り に,シ ア トル で 開催 され た国
際 極 地 気 象 委 員 会 の シ ン ポ ジ ウム に1.}{席した 際,ア メ リ
カの 海 水 研 究 者,ボ ブ ・キ ヤ ンベ ル が,私 の 否定 的 意 見
に賛 成 し,「 フ ラ ンス 人 は 楽 天 的 す ぎる.第 一,大 き な
氷山 は,外 洋 へ 出 る とバ ラ バ ラに 割 れ て しま う こ とが,
人－L衛星 に よ る観 測 でわ か っ た.だ か ら,ひ っば って く
る なん て,で き っ こ ない 」 と教 え て くれ た の で,自 説 の
支 持 者 を得 て 安 心 し た.そ の 後,間 もな く,フ ラ ンス の
「国 際 氷山 輸 送 会 社」 が,輸 送 計 画 の 挫 折 に ょ って 倒 産
したの は,よ く知 られ て い る とお りで あ る,
こん な わ け て,昨 年の 「水 のH」 には,南 極 の 氷 山 を
話 題 の ・っ に し た が,今 年 の 「水 の 週 間 」の 愛 知 県主 催
シ ンポ ジ ウム 「愛 知 の 水 を 考 え る 」 で は,ヒ マ ラ ヤの 氷
河 を話題 提 供 の 材 料 と した.愛 知の 水 と ヒマ ラ ヤの 氷 河
と どん な 関 係 が あ る の か,そ れ を 述 べ て 水資 源予 測 の 問
題 点 を 示 し たか っ たの で.ある 。
天 気 予 報 を 例 に とる と,現況 を 知 る だ け な ら,頭 トの 空
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を 見 上 げ る だ け で よい,し か し,明 日の 天気 を 知 ろ う と
思 えば,日 本 付 近 の 気 象 状 態 を 知 らな け れ ば な らな い.
さ らに 長 期 的 予 測 を す るに は 北 半 球 の 状 況 が 必:要 で あ
る.
そ れ と同 じ よ うに,現 在 の 愛 知 の 水 資 源 に つ い て 知 る
だ け な ら,木 曽三 川 の現 況 を み る だ け で よ い.し か し,
愛 知 の 水 資 源 が 長 期 的 に どの よ うな 変動 傾 向 を示 す か を
知 る に は,北 半 球 規 模 で の 水循 環の 変動 傾 向 を把 握 し て
お く必 要 が あ る.そ の指 標 の 一 つが,ヒ マ ラ ヤの 氷 河で
あ る,と い う論法 で あ る,
実 際,そ の 目的 の ため に,現 在,二 つ の 形 で 氷 河 の 国
際観 測 が実 施 され て い る.一 つ は,IUGGのIAHS
(国際 水文 科 学 協 会)のICSI(国 際 雪 氷 委 員 会)が,
ICSU(国 際学 術 連合 会 議)のFAGS　 (Federation
of　Astronomical　andGeophysical　Services)として
実 施 して い る　PSFG　 (Permanent　Service　on　the
Flnctuation　of　Glaciers)であ る.1967年に発 足 し,ス
イ ス のKASSER教 授 が 責 任 者 とな って い た が,1975年
以 降 は,ス イ ス のMIILLER教 授 が 引 き継 ぎ.17か 国 の
委 員 か ら情報 を 集 め て い る.日 本 で は,私 が 委 員 とし
て,日 本 の雪 渓,ヒ マ ラヤ の 氷 河 に つ い て報 告 し て い
る 。
そ の 成 果は,　"Flnctuation　of　Glaciers",　Vol,　1 (1959
-1965),Vol,ll(1965-1670),Vol,皿(1970-1975)
とし て刊 行 され て お り,Vo1,皿に は,南 極 の 氷 河 にっ い
て も,少 しで は あ るが,記 載 され て い る.
も うひ とつ は,各 国 で 進 め ら れ つ つ あ る 氷 河 台帳 の 作
成 で あ る.そ れ らを 総 合 して,山:界 氷 河 台帳 に 集 大 成 す
る こ とは,UNESCOの 提 唱 で は じ ま ったIHD(国 際
水 文 学10年計 画:1965-1974),それ につ づ くIHP(国
際 水 文 学 計 画:第1期1975-1980)の事 業 の 一 つ に あ げ
られ て お り,こ れ もMIILLER教 授 を委 員長 とす る作 業
委 員 会 が そ の 任 に あ た り,日 本 か ら は私 が 参 加 し て い
る.
この9月 に は,ス イ ス で 世 界氷 河台 帳 作 成 の ため の 最
初 の 研 究 集会 で 開催 され,21カ 国 で の氷 河台 帳 にっ い て
報 告 が 予定 され て お り,南 極 にっ いて は,　SWINTHIN
BANK博 一ヒが 発 表 す る .プPグ ラ ム に は ・ ボ 　 ラ ン
ド,ト ル コ,ア フ ガ ニ ス タ ンな ど,こ れ まで 氷 河 にっ い
て報 告 があ ま りなか っ た国 々か らの 発 表 が 予 定 され て お
り,氷 河分 布 をお さ える 網 のUが 密 にな って き た実 感 が
す る.
私 は,1974年以 来,文 部 省 海 外 学 術 調 査 「ネ パ ール ・
ヒマ ラ ヤ氷 河 学 術 調 査 」 の 一.・環 と して 作 成 した 東 ネ パ ー
ル,ド ゥ ド ・コ シ地 域 とい うエ ベ レス ト周 辺 地域 の 氷 河
台 帳 にっ い て 報告 す る.こ の 台帳 の解 析 に よ って,こ こ
十 数 年 間,こ の地 域 の 氷 河 は 後 退 して い る こ とが わ か っ
た が,他 の 地 域 の 氷 河 の 変 動 は ど うな っ て い るか,そ れ
を き くの が 楽 しみ で あ る.
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南 極 の 氷 山
(筆者:名古屋大学水圏科学研究所教授)
南極観測隊便り
一算tg次越冬隊の近況一
昭和基地の6月 は平均気温で例年より約1度 低い冬ご
もり期であったが.7月19日1ヵ月半ぶりに太陽に再会
し,い よいよ越冬の後半戦,冬 明け旅行や野外調査の準
備など,隊員達もにわかに活気ずいてきている.
ロケット観測は今次隊の4磯 目としてオーロラの波動
一粒子の相互作用を研究するS310-5号機を6月11日
1時56分50秒(現地時間)に 打ち上げた.ロ ケットは最
高到達高度224.8㎞に達し,観測計器も正常に作動し,
実験に成功した.ロ ケヅトはこのあとS310-4号機,
7号機の打ち上げが予定されている.
5月の旅行で故障が発見された無人観測 点Alの修復
とみずほ基地の人員交代 と物資の補給を 目的 とした冬明
けの内陸旅行はロケット(4号機)の 打ち上 げ を待 っ
て,9月 初めに行われる予定である.み ずほ基地の越冬
観測を維持するためには,1月 の前次隊との引き継 ぎ旅
行,4,5月 の秋旅行,8,9月 の冬明け旅行.10月の
春旅行と1年間に4回の旅行が行われる.こ のための雪
上車の整備など旅行にでかける準備も大変であるが,隊
長がもっとも頭を痛めるのは旅行要員である.1回 の旅
行に約1か 月,6～8名 の人員が必要であり,も とより
旅行要員として特別の隊員が手当てされている訳ではな
いので,観 測関係の隊員にも仕事の合間をぬって参加し
てもらうこととになる.冬明け旅行はロケット関係隊員
を当てにしているので,打 ち上げが終らなければ旅行に
出発できないということになる.
6月22日の ミッドウィンターを盛大に祝った.ま た冬
ごもりの間に開いた,全員が先生とな り雑学を仕入れた
南極大学を太陽の再来 ととも}こ卒業した隊員達は,明 る
くなった昭和基地付近を散歩などして.野 外 調 査 の 本
番,春 の到来を待っている.
農協では,6月 にもやし5.2㎏,7月に9.4㎏出荷 し
た.
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一算20次観測隊員の夏期訓練一
策20次観測隊員の夏期訓練は,7月5日 から7月9日
まで長野県の文部省菅平高原体育研究場で行われた,ス
ケジュールは午前中は講義,午 後は体育訓練,夜 は分科
会.全 体会議と.隊 員及び隊員候補者は一つ一つの課題
に真剣に取り組んだ.こ の夏期訓練期間中は天候にもめ
ぐまれ,所 期の目的どおり全スケジュールを消化した.
第20次観測隊員は,種 々の課題をかかえながら夏期訓練
を終 り.第1歩 を歩み始めた.
一算20次南極地域観測隊員決まる一
今秋,11月25日出発する第20次南極地 域 観 測 隊42名
(越冬隊32名,隊員10名)のうち,既 に決定している隊
長,副 隊長(兼 越冬隊長)を 除く38名(越冬隊29名,隊
員9名)が6月26日に開催 された南極地域観測統合推進
本部総会で決定.同 日発表された.な お残る2名 につい
ては,9月 中にも決定 されることとなっている.ま た,
南極マクマー ド・サウンド地域に派遣される当研究所教
官西尾文彦,白石和行.船木実の3名 及び交換科学者と
してチ リ隊に派遣される当研究所教官神田啓史も同日発
表㌶ 無
観。嚇 項,。あ。地学系。研究計画 ●
「昭和基地を中心とする地域の地殻構造の総合解析」及び
気水圏の研究計画 「極域気水圏観測(POLEX-South)」
のいずれも3年計画の初年度 として実施するため,隊 員
を2名増員(越 冬隊)し,こ れに充てている.
○越 冬 隊 第20次南極地裁観測隊員名簿 昭和53年7月25日現在
陣 ・1 氏 名
気
〃
象1召 田 成 美
塚 村 浩 二
生年月日(年齢) 所
〃 山 本 雄 次
古 謝 三 行
属
〃
備
?
P。19.・・.・(33)1気象庁東京管区気象台 麟 技官)
昭21・2・19(32)1気象醐 測部(運 微 官)
昭23.3.6(30)1気象庁高層気象台(運 輸技官)
昭25.1.20(28);気象庁松江地方気象台(運 輸技官)
第16次越冬
極 地 研 ニ ュ ー ス
1電 離 層 小 島 世 臣 昭18.4.10(35)
地 球物 理 森 川 武
宙 空 系 山 口 敏 明
〃 小 宮 紀 旦
気 水 圏 前
〃
〃
和 田
山 内
晋 爾
誠
昭24.1.20(29)
日召12.12.6(40)
昭16.8.23(36)
H召14.8.8(38)
昭22.11.18(30)
7,JS口 召24.9.28(28)
地 学 系1矢 内 桂 三 昭16.7.25(37)
〃
〃
西 田 民 雄
小 島 秀 康
〃 田 中 等
環境科学系1久 保田 秀 紀
機
通
詞
航
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
械1米 沢 泰 久
五十息 精
吉 田 治 郎
富 樫 修 二
口召17.8.2(35)
口召26.6.27(26)
昭16.4.7(37)
昭24.3.10(29)
昭24.6.28(29)
昭16.12.2(36)
昭22.3.10(31)
β召25.3.10(28)
上 原 勝 彦 昭27.6.25(27)
信!永 原 文 雄
広 沢 忍 二
倉 重 吉 範
理 遠 藤 行 雄
浅 利 忠 俊
空 山 根
設 営 一 般
堀 越
川久保
誠
豊
守
昭18.4.19(35)
昭23.1.22(30)
昭26.7.22(27)
日石22.1,17(31)
昭24.5.11(29)
口留24.4.30(29)
日石27.7.12(26)
昭25.2.27(28)
1
電波研究所電波部(郵政技官)1
東京大学地震研究所附属白木微小地震観測1
所(文部技官)
名古屋大学空電研究所(文部技官)
電波研究所通信機器部(郵政技官)
国立極地研究所研究系(文部教官)
国立極地研究所研究系(文部教官)
東北大学理学部(文部教官)
国立極地研究所資料系(文部教官)
佐賀大学教育学部(文部教官)
秋田大学鉱山学部(文部教官)
国土地理院測地部(建設技官)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(秋田大学教育学部)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(㈱小松製作所川崎工場)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(㈱大原鉄工所製造部)
国立極地研究所研究系(文 部技官)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(いすず自動車㈱川崎工場)
国立極地研究所事業部(文 部技官).(㈱日立製作所 日立工場)
i国立極地研究所事業部(文 部技官)
(日本電信電話会社東京無線通信部)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(寛々 公社札幌中央電報局)
海上保安庁下田海上保安部(海上保安官)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(国際食品㈱札幌営業所)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(㈱東条会館調理部)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(日本フライングサービス㈱札幌営業所)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(日本フライングサービス㈱広島営業所)
国立極地研究所事業部(文 部事務官)
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之 昭26.12.3(26)海上保安庁水路部(海上保安官)
夫 昭27.8.22(25)海上保安庁水路部(海上保安官)
一 昭22.3.21(31)東北大学理学部附属臨海実験所(文部技官)
輝 昭22.5.10(31)名古屋大学理学部(文部教官)
郎i昭16・12・15(36) 東京大学地震研究所(文部技官)
昭
1
昭29.2,18(24)
国立極地研究所事業部(文部技官)
(早稲田大学大学院)
男 昭22.11.30(30)国立極地研究所研究系(文部教官)
彰 昭18.11.25(34)東京工業大学工学部(文部技官)
朗 昭23.5.26(30)国立極地研究所事業部(文部事務官)
18次(夏)
{ア ル ゼ ン チ ン隊1975.11～1976,
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第3回 ドラ イバ レーセ ミナ ー開か る
ア メ リカ ・ニ ュー ジ ー ラ ン ド ・日本 の 三国 に よる 共 同
研 究 で あ る ドラ イバ レ ー掘 削 計 画(DVDP)の,総 ま
とめ と もい うべ き第3回 ドライ バ レ ーセ ミナ ーが.日 本
学 術 振 興 会 の 援 助 を 得 て,当 研 究 所 主 催 に よ り,6月5
日か ら10日まで,東 京 麹 町 の 東 条 会 館 で 開 催 され た.
DVDPは,1972-73年 夏 期 シ ーズ ンか ら,南 極 大 陸
の 昭 和 基 地 の 反 対 側 に当 る マ クマ ー ド入 江 を 中 心 とす る
地 域 で 開 始 され.1975-76年夏 期 シ ーズ ン に一 応 終 了 し
た,こ の 間 の 活動 は,極 地 研 ニ ュ ー スで もた び た び取 り
あ げ られ た..一方,1974年5月 に シ ア トル で,1976年1
月 に は ウエ リ ン トン で そ れ ぞ れ セ ミナ ー が 行 わ れ,掘 削
計 画 の進 め 方 や,学 問 的 成 果の 中間 報 告 が 行 わ れ た,
1977年8月の ア メ リカ合 衆 国 マ ジ ソ ンで の,第3回 南 極
地 質学 ・地 球 物 理 学 シ ン ポ ジ ウ ムで も,DVDPの 成 果
に つ い て多 くの発 表 が行 われ た,こ の よ うな背 景 の も と
に,東 京 セ ミナ ー が 開 か れ たの で あ る.
セ ミナ ー 参加 者 は,ア メ リカ側20名(ほ か に 夫 人2
名),;ユ ー ジ ー ラ ン ド側5名(ほ か に夫 人2名),さ ら
に現 在t－ ス トラ リア に在 住 す る2名,U本 側20名で あ
っ たが,傍 聴 者 を 加 えて70名に達 す る と き もあ った.小
さ い集 りで は あ る が,所 長 を 代 表 者 と して 当 研 究 所 が 主
催 す る初 の 国 際 集会 で あ り,諸 準 備 か ら会 合 の 運 営,終
了 後 の 国 内旅 行 の 世 話 な ど,直 接 間 接 に 全 所 員 の 協 力 が
あ っ た.
大 部 分 の 外 国 人 研 究 者 は6月4H.開 港 後間 もな い成
Iil空港 に 続 々 と到 着.迎 え る 側 も羽Ulと勝 手 が 追 っ た
が.事 前 のPRに も力 を入 れ た の で,ほ ぼ 無事 に宿 舎 の
フ ェ アモ ソ トホ テ ル に 入 り,観 迎の さ さ や か な カ ク テ ル
パ ー テ ィー で 旧 交 を暖 め,翌 日か らの 会 議 の 地 な ら しが
行われた.この 日はかなりの雨で,時 季灼に天 気 が心
配されたが,幸 い翌5日からこの季節 としては珍しく会
期終了まで好天が続き,裏方はほっと胸をな で下 ろ し
た.
5日,まず永田所長とDVDPの 計画 ・推進役の1人
である鳥居鉄也千葉工大教授から,東 京セミナーの意義
や.DVDPの 回顧についての話を中心に,歓迎の辞が
述べられ,会議が始まった.続 い て,コ ージネーター
の1人,ト ムソン ・ニュージーランド南極 局 長か ら,
DVDPの 組織化 と成果につき,と くに設営ltの問題点
や反省,国 際協力の重要さの話があ り,1司じくコージネ
ーターのマクギニス ・北イ リノイ大教授から掘削孔での
諸物理学的測定の問題,鳥 居氏からドライバレーの高塩
分湖水形成の再1吟味などが述べられ,以 後の討議のいわ
ば導入部となった,
午後は,「 地球物理学的問題」と 「湖沼学」にあてら
れた.前者では,ロ ス島～ ドライバレー地域の磁気異常
の分布からみて,マ クマー ド入江の地質構造が大陸の連
続としての性格をもつだろうこと,南極としては初めて
の本格的地殻熱流品測定の結果,爆 破地震学からみたロ
ス島の地下構造の推定,塩 湖の熱塩対流の形成 と変化な
どの話題が討議 された.「 湖沼学」でぱ,ド ライバレー
地域の塩湖の進化モデルの再検討,塩 湖水の濃縮過程,
地 ド水系を中心 とする ドライバレーの水文地質学的特徴
が論じられた.
6日は,「湖沼学」の続きとして,コ アの化学分析や
粒度分析から,湖の形成と消失ないし縮小が繰 り返えさ
れたこと,ドライバレーの塩湖の水の起源を区分し,そ
のうち西方の氷床下底から,永久凍土層の下を通って供
給 されるものであるらしいこと,塩湖水やコァ中の有機
物の分.布と起源,各 部の二次鉱物ないしは蒸発残留生成
挨拶する永田国立極地研究所長
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鉱物の特徴と分布などが議論された.続いて 「地質学及
び岩石学」として,コ アの うちの火山岩について,そ の
般 的な特徴や,　K-Ar年代決定,噴 出環境,微 .lal:成分
や輝石成分 とマグマの性質.生 成深度などが 討 議 され
た,マ クマード地域の火山1it'1出物は,この辺の地質時代
のできごとの,時 間的尺度の 一つを与える重要な材.料で
あり,火山岩の岩石学以外にも注nさ れるものである.
7日は,「 新生代地史」を中心 とする発表 が 行 わ れ
た.大 型貝化石や有孔虫,珪 藻,地 質鞭E虫,放 散虫な
どの微化イ.1が,　ttアの堆積物の中から得られていて,こ
れらの化石から,堆積環境一海水中か淡水中か,その深
さなど一がどのようであったか,ま た,完 新世(1万年
前以降)か ら2000万年前の中新廷1:にわたる問の,時 代的
な変遷が述べられた.また.コ ァti)i馳磁気測定からみ
た対比が行われ,こ れが化ffからみた時代の区分と.一致
せず,一 つの大きな問題点 となった.このほか,堆 積物
の時代が,北から南へ と変化してお り,地形もまた異なる
ことから地殻変動の様式と時代にっいても論 じられた.
さらに,堆積物に関する同位体化学,鉱 物学や,地 熱と
地表の水銀分布の関係なども討議 された.
続いて我が国の第四紀の占気候を探る目的で行われつ
つある,琵琶湖の掘削による研究について,そ の代表者
の京都大学堀江[E治博 ヒ,占地磁気研究を行っている川
井直人博1:の両氏から,特別,講演があった.こ れはDV
DPと方法 ・日的がよく似てお り,外国人科学者から多
くの関心が寄せられた.
8日は,以上のカテゴリーに入らないもの及び時間の
関係で組込めなかった題 目がまとめられ,マ クマードの
陸水とそれに由来する堆積物の同位体化学からみた地史
や.高塩分水の分析方法,ロ ス島の火山岩 コァ中の二次
鉱物や氷の同位体分析による111't火環境の推定,南 極の隆
起 海 岸 の 問 題 な どが 論 じら れ た.
討議 最終Hの9日 には,「 総 合 討 論 と将 来 の 観 測 計
画 」 とし て,と くに第1紀 か ら第 四 紀 に か け て の 堆 積物
コァ に つ い て,各 種の 分 析法 に基 づ く成 果が 比 較 検 討 さ
れ た.そ して 将 来 の 新 た な掘 削 計 画の 提 案 と各 国 の 協 力
態 勢 に つ い て,討 議 が 行わ れ た.そ して,こ の セ ミナ ー
の 成 果 を どの よ うに 公 表 す るか に つ い て も相 談 され,最
後 に.三国 の コ ー ジネ ー タ ーの挨 拶 が あ っ て,5U間 に 亘
る 討1議の 幕 が 閉 じら れ た.
翌10HtM,パス で 箱 根 ・富1:五湖地 方 の 見学 旅 行 が 行
わ れ た.好.尺 に恵 まれ,終 日富 士 が 姿 を み せ て くれ た.
火山学 者 も多 く,典 型 的 な カル デ ラの 箱 根 と秀麗 な富 士
の 景 観や,火 山 噴 出 物 にほ とん どの 参 加 者は 大 い に満 足
した よ うで あ る.三 度[|の訪 問 だ が 今[[1[初め て 晴 れ て 景
色 が 見 えた と菖:ぶワ シ ン トン大 ポ ー タ ー教 授 の よ うな 人
も い た.
以 ピの ほ か,関 連 行'lfとし て,当 研 究 所 主 催 の レセ プ
シ ョンやU本 極地 研 究 振 興 会事 理'lf長招 待 レ セ プ シ ョ
ン,ニ ュー ジ ー ラ ン ド関 係 者を 中心 とす る ニ ュー ジ ー ラ
ン ド公 使 の レセ フ.ションが あ り,ま た,極 地 研究 所 の 見
学 も行 わ れ た.1;IU1のコ レ クシ 。 ンや 各 種 の 刊行 物,各
部 内 研究 室 や 低 温実 験室 な ど.か け 足の 見学 では あ った
が 関 心 は 高 か っ た よ うで あ る.一 方 わ ず か4名 の 夫 人 連
の 参 加 で あ っ たが,婦 人 プ ログ ラム も関 係者 の 努 力 で用
意 され,1;りUの見学 まで 実 現 して 大 い に喜 ば れ た,買 物
に関 心 を示 す む き には 折 か らの 円 高 ドル安 は,こ た え た
よ うで あ る.我 が 国の ホ テ ル宿 泊 費 を筆 頭 とす る物 価 高
に,準 備 担 当者 の1"±"心の.一・つが あ っ た が,関 係 者 の 御 好
意 を 得 て幾 分 な り と も負 担 を軽 減 で き た こ とは 大 変 有 難
い こ とで あ った,
会 期 終 ゴ後,北 大,名 古屋 大,京 都大,東 大,岡 山 大
一 わ
|
麗1
し
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などの方々の御援助を得て,有珠山や浅間山,琵琶湖な
どの見学に,何 人かの人達が出掛けた.空梅雨気味の天
候にも助けられ,こ れらも無事終了.ニ ュージーランド
のワイカト一大ヘンディ博士,ビ ク トリア大 クリス トフ
ェル博士を招いての当研究所研究談話会も有 益 で あっ
た.
以上,DVDP最 終セ ミナーである東京セミナーは,
ほぼ成功のうちに開催できたようである.い くつかの欠
点の反省は,今 後に生かされることとなろう.と くに所
外から協力された各位に深く感謝したい.
(筆者:吉 田栄夫 地学研究部門教授)
国際会議報告
一算3回 国際永久凍土会議一
第3回 国 際 永久 凍 土 会 議(THIRD　INTERNATION.
AL　CONFERENCE　ON　PERMAFROST)は,1978
年7月10日 か ら13日ま で の4日 間,カ ナ ダの エ ドモ ン ト
ンで 開 催 され た.日 本 か らは,木 下 誠 一,堀 ロ薫(北 海
道 大 学 低 温 科 学 研 究 所),筆 者 の ほ か 東 京 ガ スな どの 民
間 か ら技 術 者6名 の 計9名 が 参 加 した.会 議 の議 長 で あ
る　 R.　J.　E.　Brown　(National　Research　Council　of
Canada)の開 会 の あ い さつ に よる と.会 議全 体 の 参 加
者 は30か国,1.000名で これ ま で に な い 盛 況 な会 議 とな
った.特 に 注 目を あ つ め たの は,初 の 中 華人 民 共和 国 か
ら の 参加 で,9名 の 研究 者 が 出席 し4論 文 を発 表 し た,
論 文は,英,仏,露 の いず れ か で 発 表 され,こ の 中 の 他
の2か 国 語 に 同時 通 訳 され た.発 表 論 文 数 は.約150
で,947ペ ー ジ に も及 ぶ 論 文 集が 前 も って 発 行,配 布 さ
れ た.
研 究 発 表 は 大 別 して,1)地 域 研 究(24編),2)凍
土 及 び 凍 土 現 象 の 基 礎 研 究(51編),3)永 久凍 土 の 地
球物 理学 的 研究(18編),4)永 久 凍 土地 域の 環 境 問 題
(15編),5)永 久 凍 土 地 域 の 経 済 開 発 に併 う工学 的 問
題(36編),6)測 器 ・技 術 な ど(6編)に 分 け ら れ る.
「地 域 研 究 」 で は,は じめ て 山岳 永久 凍 土 の セ ヅシ ョ
ンが も うけ られ,ロ ッキ ー,天 山 ・パ ミー ル,ア ル プ
ス,ア ン デ ス な どの 山城 で の 研 究 発 表 と,筆 者 の ネ パ ー
ル ・ヒ マ ラ ヤ及 び富 土 山 の 永 久 凍 土 につ いて の 発 表 が あ
っ た.「 基 礎 研 究 」 で の 発 表 は51編と最 も多 く,な か で
も永 久 凍 土1曽上 部 の 融 解 と凍 結,荷 重 を受 け た 状 態 で の
凍 上,凍 結 細 粒 土 の特 性(0℃ を割 る と塑 性 体 の よ うに
ふ る まい,荷 重 を 受 け る と ク リ ープ が 起 こる)な どの 研
究 に 大 きな進 展 を み た.「 環境 問題 」 と 「工 学 的 問題 」
の 中 で は,ア ラ ス カ北 部 の ノー ス ス ロー プ での 石 油開 発
とア ラ ス カ縦 断の パ イ プ ラ イ ンの 事 業 に併 う研 究 報 告 が
目をひ い た.ま た,北 極 域 で の 海 底 石 油 資 源 探 査 に よ
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り,海 底 で も永 久 凍 土 の 存 在 が 確 認 され,急 速 に そ の 知
見 を 増 や しっ つ あ る.こ れ は,　subsea　perrnafrost　とか
off-shore　permafrostと呼 ば れ て い る.「 測 器 ・技 術」
関 係 で は,ボ ー リン グ機 器 の改 良,物 理 探査 用 測 器 の 小
型 ・高 精 度 化,リ モ ー トセ ン シ ン グ技 術 の 発 展 な どが 目
につ い た.
次 回 の 学 会 は,4な い し5年 後 に ア ラ ス カの フ ェ アバ
ン クス にあ る ア ラス カ大 学 で 開 催 され る こ とが 決 ま り,
米 国 科 学 ア カ デ ミーの 永 久 凍 土 委 員 会 議 長 のT.　L　P6w6
博:ヒに会 議 の 旗 が 引 き継 が れ た.な お,国 際 永 久 凍 土学
会 の 創 設 が 話 題 とし て上 っ たが,ま だ 調 整 す べ き問 題 が
多 く今 後 の 検 討 事 項 とな った.
(筆者:藤 井 理 行 雪 氷 学 研 究 部 門 助 手)
一南極条約協議会議特別会合一
南極海洋生物資源の保存のための条約に関する,第2
回の南極条約協議会議特別会合は,昭和53年7月17日か
ら28日までの間.ブ エノスアイレスのホテル ・リベルタ
ドールで開催された.南極条約協議国13か国か ら.約
100名の代表団員が参加し,条約の早期締結を目標 に審
議 ・交渉を行った.
去る2月27日から3月16日まで,キ ャンベラにおいて
開催された第1回 の特別会合の際,8か 国から提出され
た条約草案を基に,議長が作成した単一草案が配布され
た.各国はこれを持ち帰 り,国内的な検討を加えること
になっていた.今回の第2回 会合では,そ の結果を持ち
寄 り条約採択のための原案を得ることが目的とされてい
た.
しかし,条約の 目的,科 学委員会の権能についての条
文はかなり固まったものの,領 一ヒ権にからむ条項,票 決
の方式,監視 ・査察制度,加 入国問題など,条約を具体
的に運用する上で重要な問題が懸案 として残され,採択
会議に持ち出す条約草案を作成するには至らなかった.
とは言 うものの,おのおのの条項に関する問題点は,
かなりはっきりと洗い出され,整 理 されたもの と思 わ
れ,各 国とも,国内的に妥協点を見出す努力をした後,
しかるべき会合を持つこととなった.具 体的には,9月
18日から1週間ないし2週 間,ワ シン トンで政治 ・法律
の専門家会議を開くこととし,各国ともできるだけ,第
9回南極条約協議会議の勧告の線に沿って,本 年末まで
に条約採択会議を開催するための努力を払おうという姿
勢を示した.
(筆者:星 合孝男 生理生態学研究部門教授)
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一電子計算機室よリー
1.使 用 状 況
現 在 まで に所 内 研究 者 十 数名 の 他 に,所 外 研 究 者15
名 が 登録 を し て 利用 して い ます.図1に 計 算機 使 用 時
間,図2に そ の うちわ け を 示 し ます.
2.運 用 に関 す る お 知 らせ
D運 用 中 の ジ ョブ ク ラス の 大 き さは 次 の と お ワ で
す.
A(256kB),B(1024kB),C(1280kB)
2)グ ラ フ ィ ッ クデ ィス プ レイ は 利 用 者 が 多 くな って
い ます の で,必 ず 予 約 して使 うよ うお願 い し ます.
?
?
?
?
?
?
?
化
%
第19次隊 月例報告
〈53年5月 ・6月〉
工:所内研究者 ジ ョブ
皿:所 内 メンテ ナンス ジョブ
皿:共 同利用研究者 ジ ョブ
館/日
5月は比較的気温が高く,特に強いブ リザードもない
割 りには快晴日数も少なかった.6月 は平均気温で例年
より約1度 低かったが,特 別寒い日もな く穏やかな月で
あった.
5月1口みずほ基地までの内陸旅 行 隊(秋 旅 行)出
発,無 人観測点A1を 点検ののちみずほ基地で滞在要員
の交代を行い,27日に昭和基地に帰投した.
6月22日の ミッドウィン歩一は前後数日に旦って盛大
に祝い,越冬後半への英気を養なった.ま た,冬 ごもり
を利用して南極大学も開校され.
観測報告
電波観測:5月19日にラングホブデルVLF観 測テレ
メーター装置を設置.見返 り台,昭 和基地 との3点 間の
ヒス相関観測を開始した.
ロケット観測:波動一粒子の相互作用を研究するロケ
ットS310-5号機を6月11日1時56分50秒(現地時間)
に打ち上げた.ロ ケットは最高到 遠 高 度224.8kmに達
し,観測に成功した.
無人観測:Al点 に立寄った旅行隊が風力発電機が停
止し,観測が中止されているのを発見。原因は風力発電
機のコントローラーの不調 と思われるが,修 復は冬明け
(9月)の旅行で行 う予定.
設営報告
燃料消費内訳 単位:旦
?
3)文 献デーータベースの蓄積数は,8月3日 に新デー
タが加えられましたので,20,249件とな って い ま
す.
3.利 用の手引にっいて
次のような利用の手引が用意されてお りますので,
希望者はデータ解析資料部門にお申し込み下 さい.
「利用の手引」(77年9月既刊)
「データベースシステム利用の手引」(78年4月既
刊)
「画像処理システム利用の手引」(78年10月発行予
定)
1-一.
灯
秋旅行に使用した中型雪上車SM50-1号車はスター
ター系統が故障,み ずほ基地に残置した.
みずほ基地 と昭和基地との通信可能率は冬に向うとと
もに悪 くなり(40%程度),両 基地固の通信確保に苦労
している.
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南極調査も,白癩の探検の時代からは考えられない程
進み,現 在では大陸内部全域に人跡が示されるところと
なっている.し かし昔も今 も変 ら な いの は一4°C～
-60°Cにもなるその「1然の厳 しさ.野 外調査は防寒衣
で身を固めてということになる.
日本隊のファッシ・ンを紹介すると,…….
昭和30年第1次 隊が米国隊や丁度行われていたマナス
ル登山隊を参考にして装備品を試作していった頃に比べ
ると,現在は登山や冷凍庫作業用など市販品が増えたこ
ともあ り,既成品か既成品を改造したものが増え,ま た
20年の経験から必要最小限にしぼられ(予 算..1二のことも
大いにあるが)品 目も大巾に少な くなっている.
-40ec以下になる内陸旅行やみずほ 基地生活での服
装を表に示す.
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サ ージ に ナ イ ロ ン総
裏
ミ毛目出1帽の表に防風
用ナイロン地をプラ
ス
登山用市販品
(手)毛 手 袋
皮 手 袋
オ ー バ ー ミ
(足)三ETdヒ.ド
D型';貯靴
トン
5本指 薄手
5本指 牛皮　irrL行
を防げない川大きめ
2本指tヒ 繊細1,細
ミかい作業はできない1
厚手2枚 脱脂して
ない物が良い
!日本の開発品,各国
の南極隊で使用,化|
繊綿のキルテング長 パ
靴 ・底ビブラム,フ.
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しかしこの装備でも一50°Cのみずほ基地の野外作業1
では、騨 搬 で寒さが躯 滲るようだ.ミ
～当研究所
で日本隊とエスキモーの服装の低温テス トと;
機能テス トを行ったところ,防寒性ではエスキモーが勝|き
り,運動機能ではn本,衣 類の総重量はエスキモー10.45
k。躰6.3k、であ 。 た.;
`
